
 

 

令和８年度 学校経営計画に対する自己評価計画書 石川県立金沢二水高等学校 

【重点目標１】 幅広い教養、コミュニケーション力、情報活用力、他者と協働する力など、グローバル社会で求められる資質・能力を育成する。 

具 体 的 取 組 主担当 現        状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考 

①  

 

 

文系と理系の区分にとらわれ

ず、基礎となる知識を身につ

け、授業において、生徒が主体

的に考える場面を工夫すること

により、科学的思考力を育成す

る。 

教務課 

各学年 

各教科 

生徒授業アンケートの「この授業に対し

てあなたは意欲を持って積極的に取り組ん

でいる。」の問いに「あてはまる」「おお

むねあてはまる」と答えた生徒は93.0％だ

った。より、授業に意欲的に臨めるよう取

り組んでいきたい。 

 

【成果指標】 

 教科・科目に偏りなく意欲を

持って積極的に学習している生

徒が増加する。 

授業評価において「この授業に対してあなたは意欲

を持って積極的に取り組んでいる。」の問いに対して

「あてはまる」または「おおむねあてはまる」 

と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

 

 

７月・１２月に調査。 

 

②  

 

 

 

 

効果的な発表技術等を生徒に

教えるとともに、自分の意見や

調べたことを発言・発表できる

場を授業や学校行事等で設定す

る。 

教務課 

各学年 

各教科 

 

 

 

生徒授業アンケートの「授業を通して表

現力が高まった。」の問いに対して「あて

はまる」または「おおむねあてはまる」と

答える生徒が昨年度は一昨年度前より1.1%

上昇した。高い水準は維持されており、こ

の状態を維持できるよう指導していきた

い。 

 

 

【成果指標】 

生徒が必要な場面で積極的に

発言・発表することができる。 

 

授業評価において「授業を通して表現力が高まっ

た。」の問いに対して「あてはまる」または「おおむ

ねあてはまる」と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

 

授業評価において「学校行事等で、コミュニケーシ

ョン能力を高める機会がある。」の問いに対して「あ

てはまる」または「おおむねあてはまる」と答える生

徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

 

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

 

 

 

７月・１２月に調査。 

 

③ 

 

 

 

収集した情報やデータを適切

に整理・分析し、客観的な根拠

に基づいて課題を解決する力を

育成する。 

教務課 

各教科 
昨年度の生徒アンケートにおいて「論理

的に考えたり、データを活用したりするこ

とができる。」の問いに対して「よくあて

はまる」または「おおむねあてはまる」と

答えた生徒が、一昨年度と比較して昨年度

は8.2％上昇している。生成AI技術の利用な

どにより、情報活用力を更に育成していき

たい。 

【成果指標】 

生徒がデータを活用すること

で、ものごとを様々な視点・立

場から吟味しながら論理的に考

えることができる。 

 

学校評価において「論理的に考えたり、データを活

用したりすることができる。」の問いに対して「あて

はまる」または「おおむねあてはまる」 

と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

                       

 

Ｃ以下の場合

は結果を分析

し、改善策を

検討する。 

７月・１２月に調査。 

 

④ 仲間と力を合わせて課題解決

に積極的に取り組み、社会に貢

献しようとする態度を育成す

る。 

教務課 

各学年 

各教科 

部活動 

 

 

「場面に応じて、何をすべきかを自分で

考えて主体的に行動している。」の問いに

対して「よくあてはまる」あるいは「おお

むねあてはまる」と答える生徒が91.0％と

昨年度より1.8％上昇した。年々主体的に行

動できる生徒は増えつつあると感じられ

る。さらに主体的に行動できる生徒の割合

を高め、自分で決断できる生徒を育成して

いきたい。 

 

【成果指標】 

生徒が場面に応じて、何をす

べきかを自分で考え主体的に行

動している。 

学校評価において「場面に応じて、何をすべきかを

自分で考えて主体的に行動している。」の問いに対し

て「よくあてはまる」あるいは「おおむねあてはま

る」と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

                       

 

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

 

 

 

７月・１２月に調査。 

 

 

 



 

 

令和８年度 学校経営計画に対する自己評価計画書 石川県立金沢二水高等学校 

【重点目標２】 SSH指定校としての取り組みを進めるとともに、教科等横断的な学び・探究型学習の推進を図ることにより、創造的思考力を育む。 

具 体 的 取 組 主担当 現        状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考 

 探究型学習や教科等横断的な

学びを相互見学授業や研究授業

等に積極的に取り入れることに

より、生徒が多角的に物事をと

らえる機会をより多くつくり出

す。 

SSH企画室 

教務課 

 

「私は、授業や探究活動を通じて、新しい

アイデアを考えたり、自分の考えを表現し

たりする創造的思考力が高まったと感じ

る。」の問いに対して「よくあてはまる」

あるいは「おおむねあてはまる」と答える

生徒が92.8%という数値だった。昨年度まで

STEAM教育等における教科等横断的な取組や

研究授業における探究的な取組を行ってき

たが、SSH指定校として、より多くの取組を

行っていきたい。 

 

【成果指標】 

探究型学習や教科等横断的な

学びをとおして、新しいアイデ

アを考えたり、自分の考えを表

現したりする創造的思考力が高

まる。 

学校評価において「私は、授業や探究活動を通じ

て、新しいアイデアを考えたり、自分の考えを表現し

たりする創造的思考力が高まったと感じる。」の問い

に対して「よくあてはまる」あるいは「おおむねあて

はまる」と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８５％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

７月・１２月に調査。 

 

【重点目標３】 生徒の進路意識の成熟を促し、自ら選んだ目標に向かって主体的に取り組む生徒を育成する。 

具 体 的 取 組 主担当 現        状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考 

①  

 

 

 

 

生徒の進路意識の成熟を促す

ために、文理選択、学部学科選

択、職業選択などについて考え

る様々な機会を設ける。外部機

関と連携した取組を実践する。 

進路指導課 

各学年 

 

 

 1年生を対象とした金沢大学による学部学

科説明会、1・2年生を対象としたインターン

シップおよび大学訪問、そして総合的な探究

の時間を通して大学での研究やその後のキャ

リアまでを意識させる行事を企画している。 

 また多様な入試制度についても説明会を開

くなど、個別最適な進路選択をする力を養っ

ている。 

 

【成果指標】 

自分の将来の生き方につい

て考えている生徒の割合が多

い。 

学校評価において「自らの将来の生き方について、

これまでより深く考えるようになった。」 

と答える生徒が 

Ａ：７５％以上   Ｂ：６０％以上    

Ｃ：５０％以上   Ｄ：５０％未満    

Ｃ以下の場合

は結果を分析

し、改善策を

検討する。 

 

７月・１２月に調査。 

 

② 

 

 

 

 

 

文理選択・コース選択、大学

選択・学部学科選択など、保護

者懇談や保護者対象の進路説明

会をとおして、生徒の進路に関

して保護者と十分な情報交換を

行う。 

進路指導課 

各学年 

 

保護者を対象とした進路説明会は、3年生

（5月、8月）、2年生（5月、8月）、1年生

（7月）を実施している。メール配信での案

内により、保護者の参加も増加傾向にある。 

【満足度指標】 

進路指導について、保護者

が満足できる情報提供がなさ

れている。 

学校評価において「本校の進路指導について、保護

者への情報提供は適切であるか。」の問いに対して

「よくあてはまる」または「おおむねあてはまる」 

と答える保護者が 

Ａ：９０％以上   Ｂ：８０％以上    

Ｃ：７０％以上   Ｄ：７０％未満    

Ｃ以下の場合

は結果を分析

し、改善策を

検討する。 

 

 

７月・１２月に調査。 

 

 

 

③ 自ら選んだ目標に向かって主

体的に取り組む生徒を育てるた

めに、個々の志望や学力に応

じ、生徒に寄り添った指導を充

実させる。 

また、第１志望だけでなく第

２志望や第３志望も含めて生徒

が自ら進路を選択する力を身に

つけられるように支援する。 

 

進路指導課 

各学年 
 難関大や金沢大学を志望する生徒が学年の

過半数を占めており、それらの生徒の多くが

目標を達成している。 

【成果指標】 

難関大と金沢大学の合格者

数 

 

※難関大は以下の通り 

北海道、東北、東京、一橋、 

東京科学、名古屋、京都、 

大阪、神戸、九州 

合格者数が 

 金沢大８０以上、難関大３０以上 

Ａ：両方を満たす 

Ｂ：どちらか一方を満たす 

金沢大７０以上、難関大２０以上 

Ｃ：両方またはどちらか一方を満たす 

Ｄ：両方を満たさない 

Ｃ以下の場合

は結果を分析

し、改善策を

検討する。 

 

Ｒ９年度入試結果 



 

 

令和８年度 学校経営計画に対する自己評価計画書 石川県立金沢二水高等学校 

【重点目標４】 人間形成に主眼をおいた生徒指導を行うとともに、学校が生徒にとって安心・安全な場所となるよう配慮し、学校行事・生徒会活動・部活動・ 

ボランティア活動等様々な教育活動をとおして、自分とは異なる他者の意見や考え方を理解する能力を育成する。 

具 体 的 取 組 主担当 現        状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考 

①  二水祭や二水アクト・二水ラ

イブ等の学校行事や部活動、ボ

ランティア活動等において、生

徒の主体的な活動を促すことに

より、自分とは異なる他者の意

見や考え方を理解する能力を育

成する。 

生徒課 

各学年 

各部顧問 

様々な活動をとおして、他者とのかかわり

を経験している。他者を尊重し、理解できる

生徒を増やしていきたい。 

【成果指標】 

学校行事や部活動、ボラン

ティア活動等で他者を理解す

ることができている。 

 

学校評価において「学校行事や部活動、ボランティ

ア活動等で、他者を理解することができている。」の

問いに対して、「よくあてはまる」「おおむねあては

まる」と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８０％以上 

Ｃ：７０％以上  Ｄ：７０％未満 

 

 

 

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

 

７月･１２月に調査。 

 

②  

 

 

 

生徒が自主的に挨拶を行うよ

う、生徒会等の挨拶運動を継続

するとともに、教職員自らが積

極的に挨拶を行う。 

 
 
 
 
 

生徒課 

各学年 

各部顧問 

朝の挨拶運動以外でも校内での挨拶、会釈

等は確実に増えているが、自主的に挨拶して

いる生徒はまだ少ない。 

【成果指標】 

生徒が日常の挨拶をしっか

りと行っている。 
 

学校評価において「挨拶はしっかり行っている。」

の問いに対して、「よくあてはまる」「おおむねあて

はまる」と答える生徒が 

 Ａ：９０％以上  Ｂ：８０％以上 

 Ｃ：７０％以上  Ｄ：７０％未満 
           

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

７月･１２月に調査。 

 

③  

 
本校の「いじめ防止基本方

針」に基づき、いじめアンケー

ト、個人面談・保護者懇談や学

校行事等の取り組みを堅実に実

施することで、いじめの予防

や、早期発見を行う。 

 

 

 

 

生徒課 

教育相談室 

保健環境課 

各学年 

全教職員 

日頃の声かけ・目配り・気配りに重点を置

き、生徒の様子の変化や問題の早期発見に努

めている。相談室や保健室との連携、予防の

ための取り組みと適切な対応を行っている。 

【成果指標】 

本校のいじめ予防のための

取り組みは、十分成果を上げ

ている。 

 

学校評価において「いじめ予防や早期発見、早期対

策に取り組んでいる。」の問いに対して、「よくあて

はまる」「おおむねあてはまる」と答える教員が 

Ａ：９５％以上  Ｂ：９０％以上 

Ｃ：７５％以上  Ｄ：７５％未満 

           

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

 

７月･１２月に調査。 

 

 

④  

 

 

 

 

日頃からの生徒観察により、

気づいたことを関係者が素早く

共有することを全教職員が心が

ける。またチーム学校として連

携し、的確な対応を組織的に行

うシステムを構築するとともに

外部機関と連携し、心身の調和

を基盤とした生徒の人間形成を

図る。 

 

 

 

教育相談室 

保健環境課 

各学年 

様々な悩みを抱えながら学校生活を送る生

徒に対して、学校、家庭間はもとより、スク

ールカウンセラー、スクールソーシャルワー

カー、発達障害アドバイザー及び外部機関と

連携して、予防や早期対応に組織的に取り組

んでいる。 

【成果指標】 

不安や困りごとを抱える生

徒が、担任、部顧問、養護教

諭、教育相談室員、カウンセ

ラーなどに対し、安心して相

談できる。相談を受けて、教

職員はチームで支援に取り組

む。 

学校評価において「先生は生徒理解に努め、生徒個

人の悩みにも対応している。」の問いに対して「よく

あてはまる」「おおむねあてはまる」と答える生徒が 

Ａ：９５％以上  Ｂ：９０％以上 

Ｃ：８０％以上  Ｄ：８０％未満 

            

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

７月・１２月に調査。 

 



 

 

令和８年度 学校経営計画に対する自己評価計画書 石川県立金沢二水高等学校 

【重点目標５】 業務の効率化を進め、高い専門性と広い見識に基づいた協働的な教育活動を追求する。 

具 体 的 取 組 主担当 現        状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考 

 毎月設定している2日の定時退

校日に加え、各自がさらに2日の

定時退校日を設定する。これに

より、タイムマネジメントの意

識を一層高めるとともに、ワー

クライフ・シナジーの向上を図

り、教育活動の質の向上につな

げる。また、SSH等の取組や教科

等横断的な学び、探究型学習の

推進をとおして、自己研鑽およ

び協働の機運を醸成する。 

管理職 

全教職員 

きめ細かい学習指導や進路指導、生徒指

導、部活動指導など教員が担う業務量が多

く、かつ多様であることに加え、新たな教育

課題により、さらに多忙化は進んでいる。新

しく求められる教育改革への適応において、

従来の教育手法に単純に積み上げるのではな

く、いかに質の向上を図るか、他の教員と協

働して取り組んでいけるかを、学校全体で模

索していく必要がある。 

【努力指標】 

業務の効率化に努め、タイム

マネジメントを意識して業務に

取り組む。 

【努力指標】 

 社会の変化に対応した教育の

実践に向けて、他の教員と協働

するための働きかけや取組を行

う。 

学校評価において「効率化やタイムマネジメントを

意識した業務の遂行に努めている。」の問いに対して

「よくあてはまる」「おおむねあてはまる」 

と答える教員が 

Ａ：８５％以上  Ｂ：７５％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

 

学校評価において「探究型学習等、社会の変化に対

応した教育の実践に関して、他の教員と協働しながら

取り組んでいる。」の問いに対して「よくあてはま

る」「おおむねあてはまる」と答える教員が 

Ａ：８５％以上  Ｂ：７５％以上 

Ｃ：６０％以上  Ｄ：６０％未満 

          

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

７月・１２月に調査。 

 

 

【重点目標６】 防災への備えを高めるとともに、大規模災害を想定した危機管理体制の整備を図る。 

具 体 的 取 組 主担当 現        状 評 価 の 観 点 実 現 状 況 の 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考 

 日頃から震災・火災やその他

の災害（風水害、学校への犯

罪、テロの予告等）に備えて防

災講話等の防災教育を行い、災

害に対する意識を持たせる。ま

た、避難訓練・防災訓練を行

い、災害時に自分自身の身を守

る行動がとれるようにするとと

もに、「共助」の意識の育成を

図る。 

総務課 

各学年 

教員と生徒が日常的に災害対策の意識を持

ち、災害発生時には、教員は迅速に生徒の身

の安全を図る行動がとれるように、また生徒

は自身の安全を図る行動がとれるように、避

難訓練、県民一斉防災訓練（シェイクアウト

いしかわ）、地震に対する災害訓練など想定

される災害ごとに訓練を行っている。 

その中で、防災教育という観点での情報を

共有し、日頃から防災の意識を持ち、自分の

身を守るだけでなく共助の想いで行動できる

ように、様々な災害に応じた避難計画を備え

た訓練を行っていく必要がある。 

【努力指標】 

生徒は、日常的に災害対策の 

意識を持ち、自分自身の身を守

る行動をとることができる。 

教員は、災害発生時に、生徒

が身を守る行動がとれるよう指

導できる。 

学校評価において「避難訓練、防災訓練に真剣に取 

り組み、防災意識が高まった。」の問いに対して「よ

くあてはまる」「おおむねあてはまる」 

と答える生徒が 

Ａ：９０％以上  Ｂ：８０％以上 

 Ｃ：７０％以上  Ｄ：７０％未満 

              

学校評価において「災害発生の折には的確に生徒を

誘導し、避難させることができる。」の問いに対して

「よくあてはまる」「おおむねあてはまる」と答える

教員が 
Ａ：９０％以上  Ｂ：８０％以上、 

 Ｃ：７０％以上  Ｄ：７０％未満 

Ｃ以下の場合

は改善策を検

討する。 

７月・１２月に調査。 

 

 

 

 


